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Ⅰ．序論 

ゲ ー ム パ フ ォ ー マ ン ス 分 析 に は 測 定

（measurement）の観点と評価（evaluation）

の観点がある（鈴木，2010）．現場で行われるゲ

ームパフォーマンスの分析は測定については客

観的に行われるが，評価の点に関しては指導者

の主観により行われる．一方，研究としてのゲ

ームパフォーマンスの分析では，測定，評価の

双方の観点について客観性が求められる． 

鈴木・西嶋（2002）はゲームパフォーマンス

分析をゲーム分析（game analysis）とゲーム統

計（game statistics）とに大別した．研究として

ゲームパフォーマンス分析を行う際には，ゲー

ム分析での専門家による質的な評価に対して，

ゲーム統計での量的なデータを用いた客観的な

データ解析による裏付けを行うことが求められ

る． 

現場で活用されることを考えた場合，ゲーム

分析は情報を即時にフィードバックすることを

前提として行われる．しかしながら，ゲームパ

フォーマンス分析研究を行う役割として，指導

者の主観的な評価観点を定量化することで，門

外漢には見えない専門家の視点を可視化するこ

とも求められている（鈴木，2010）．本研究はそ

のような立場において，現場に有意義な情報を

提供することのできる研究であると考えられる． 

競技レベルに関わらず指導者が試合や練習中

に頻繁に口にする言葉の 1 つに「攻守の切り替

え」がある．現代サッカーにおいて競技レベル

に関わらず攻守の切り替えの重要性は認知され

ている． 

しかし，これまでの研究の多くは，攻守の切

り替えより後のパフォーマンスを取り扱ったも

のであった．そのため，攻守の切り替え自体に

焦点を当てた研究は尐ない． 

沖原ら（2001）は攻守の切り替えとチームの

コンパクト度との関係について，指導者は試合

の出来とチームをコンパクトに保つことが出来

たかどうかということを関連付けて考えている 

 

ものの，客観的事実として，1 試合を通してコン

パクトに保つということが，必ずしもゲームの

原則に沿っているわけではないということを示

した． 

これまでに行われたコンパクト度を扱った研

究は，いずれもその経時的変化を分析したもの

であり，場面の特定を行っていない．したがっ

て，実際にいつ，どのような状態の時にチーム

をコンパクトに保つかということについては明

らかにされていない． 

そこで本研究では，ボール奪取時におけるチ

ームのコンパクト度に着目し，次に続く攻撃，

及び守備との関係を分析した．そして，攻守の

切り替えに関する定性的な評価である「攻守の

連属性」（瀧井，1995）や「攻撃と守備の一体化」

（日本サッカー協会，2010）の重要性を明らか

にすることを目的とした． 

 

Ⅱ．実験 

1．実験 1 

本研究では 2009 年，2010 年に行われた関東

大学サッカー1 部リーグに所属する 2 校間にお

ける対抗戦の計 2 試合における，ボール奪取シ

ーンを取り上げた．選手及びボール奪取位置の

位置情報を取得するために DLT 法を用いた． 

ボール奪取地点を分類するために，フィール

ドを縦方向に 3 分割した．ボール奪取チームの

攻撃方向に従い，低い位置から順にディフェン

ディングサード（DT），ミドルサード（MT），

アタッキングサード（AT）とした． 

また，ボール奪取チームの攻撃結果を評価す

るために，吉村ら（2002），吉村（2003），樋口

（2010）を参考に有効攻撃を，シュートを放っ

た攻撃，ペナルティエリアに侵入した攻撃，セ

ンタリングの上がった攻撃と定義し，定性的に

判断した． 

各奪取サード（AT・MT・DT）における有効

攻撃と非有効攻撃の頻度の差を比較した．その



結果，有効攻撃の頻度は AT において非有効攻撃

よりも有意に高く，非有効攻撃の頻度は DT にお

いて有効攻撃よりも有意に高い傾向が見られた．

このことは，ヒューズ（1996）の高い位置での

ボール奪取は得点につながる可能性が高いとい

う記述と一致している． 

このことから，有効攻撃の場合と非有効攻撃

の場合とのチームの状態の違いを検討する際に

は，どこでボール奪取が行われたかという情報

を考慮する必要があると考えられる．したがっ

て，チームエリアの比較では奪取サードごとに

比較を行った． 

2．実験 2 

奪取サード（AT・MT・DT）と攻撃結果（有

効攻撃・非有効攻撃）とチーム（奪取チーム・

被奪取チーム）を要因として，チームエリアの

面積，及びその縦幅と横幅を比較した． 

その結果，AT では攻撃結果に関わらず奪取チ

ームの方が被奪取チームよりもチームエリアが

大きく，MT と DT では攻撃結果に関わらず被奪

取チームのチームエリアの方が大きかった．ま

た，MT において被奪取チームのチームエリアは

有効攻撃の場合の方が非有効攻撃の場合よりも

大きかった． 

以上のことから，ボール奪取位置によって両

チームのチームエリアの大小関係が異なること

が明らかとなった．自陣ゴールに近い地域，及

び相手ゴールに近い地域での両チームのコンパ

クト度はプレーの原則（瀧井，1995）に従うこ

とがわかった．下の図はそのことを模式的に示

した図である． 

 
図 両チームエリアの模式図 

 

 

一方で，MT においては被奪取チームに関して

攻撃結果によりチームエリアの大きさに差があ

った．ヒューズ（1996）はボール保持と同時に

縦方向及び横方向に迅速に広がり攻撃すること

が求められるとしている．しかし，本実験の結

果は，低い位置でボールを奪った直後に，あま

り広がり過ぎると中盤エリアでボールを失った

際に失点のリスクが大きくなる可能性を示した．

したがって，中盤エリアから AT へさしかかるあ

たりまでは，チームをある程度のコンパクトに

保ちつつ攻撃を行うことが求められる． 

 

Ⅲ．まとめ 

本稿では，サッカー競技の攻守の切り替えに

関して，ボール奪取時点の画像を用いて，ボー

ル奪取地点とその時点におけるチームの状態に

ついての実験を行った． 

ボール奪取地点について，本研究ではフィー

ルドを縦方向に三等分した．そして，各奪取サ

ードにおける，有効攻撃と非有効攻撃の出現頻

度を比較した．その結果から，攻撃を評価する

上での前提として，ボールを奪取した位置を分

類することの必要性が示唆された． 

そこで，各奪取サードにおけるチームのコン

パクト度について比較を行った．その結果から，

特に，AT と DT においては攻撃結果に関係なく

「攻撃は広く，守備は狭く」という関係（沖原

ら，2000）が顕著に表れることが推察された．  

しかし，MT においてはボールを所持していて

も単純に広がるのではなく，AT に差し掛かるま

ではある程度のコンパクト度を保ちつつ攻撃す

ることの重要性が示唆された． 

以上のことから，攻守の切り替えに関する定

性的な評価である「攻守の連続性」（瀧井，1995）

や「攻撃と守備の一体化」（日本サッカー協会，

2010）といった考え方の一部について，その重

要性を明らかにした． 

今後の課題として異なる競技レベルのサンプ

ルでの分析を行うことが求められる．また，チ

ームのコンパクト度を表す指標として考えられ

る他の要素を取り込んだより詳細な分析を行う

必要がある． 
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